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請願第１７号 
 横浜市立大学附属病院手術室の全室稼働体制の確立について 

 

１ 現 状 

（１）手術室（１２室）の稼動状況 

  （実績：平成２２年４～６月 緊急手術や延長手術を含んだ換算） 

月 火 水 木 金 計 

10.2 室  9.7 室 10.9 室  8.8 室 7.0 室 46.6 室（9.3 室/日）

 
（２）手術件数の状況 

 17 年度 18 年度 19年度 20年度 21年度 

手術件数 4,513 4,594 4,684  4,768 5,156 

 

２ 手術室稼働率向上のための対応策 

公立大学法人横浜市立大学から、次のような対応を図ると報告がありました。 

４３名の看護師体制により手術室の対応を行っていますが、新人の育成

に時間がかかることや育児時間の取得者などもいることなどから、平均１

日あたり９．３室の稼働状況となっており、看護師の確保が課題となって

います。 

手術室１２室を最大限活用するためには、５１名（８名増）の看護師を

配置し手術室経験を積ませる必要があると考えており、看護部・院内各部

署といった従前の取組の枠を超えて、学内各部署とも連携し、今後、一層

の看護師確保に取り組んでまいります。 

 
（裏面あり）

 



  

◆看護師確保の取組 

  （これまでの取組） 

・ 採用試験の毎月実施 

・ 地方都市での採用試験の実施 

・ 全国主要都市で開催される病院説明会への参加 

・ 看護学校主催病院説明会への卒業生を伴った参加 

・ 院内保育の実施(一時保育、土曜保育、夜間保育、病後児保育の実

施) 

 

（平成 22年度からの取組） 

・ 本学看護学科生を対象とした修学資金貸与制度（４年次生４０人に

年額６０万円貸与）の創設 

・ 入職準備金(２０万円)の支給(※平成23年４月１日までの入職者対

象) 

・ 看護学科における進路相談の充実 

・ 病院長・診療科部長（教授）による各地の看護学校訪問実施 

 

◆看護師の間接業務の削減等 

・滅菌・清掃業務の委託時間延長 

・医事請求業務等の削減 

  ・臨床工学技士の増員による機器準備業務の実施 

  ・放射線技師の手術部門への常駐 

 

上記のような取組により、稼働室数及び手術件数の増加を図ってまいります。 

手術室稼動 9.3 室/日 11.3 室/日 

(予定手術10.0室/日)(予定手術8.2室/日)

手術件数 5,156 

  → 

  → 

6,414 

 






























